
新任教職員紹介

宮本 大輔（みやもと だいすけ）

准教授

情報セキュリティ研究体

2018年10月1日付で、情報セキュリティ研究体に着任いたしま

した宮本大輔と申します。数年前まで情報基盤センターのネッ

トワーク研究部門に在籍しており、6年間、サイバーセキュリ

ティの研究をしておりました。前職の奈良先端科学大学院大学

でもサイバーセキュリティの研究や、重要インフラ産業におけ

るサイバーセキュリティ人材育成プロジェクトに講師として参

加しておりました。

昨今、サイバーセキュリティの重要性は高まっており、サイバー脅威に対する技術的

な防御のみならず、リスク監査やサプライチェーン管理、心理学や組織論、あるいは国際

法・国際標準など様々な側面からセキュリティを考えていくことが課題となっています。

一方で、東京大学では学生らの卒業・修了を考えれば年間5,000人以上が入れ替わる組織で

す。多くのセキュリティ標準やガイドラインが対象とする組織とは若干違うと思われると

ころもあるかと思われます。私もガイドラインから学ぶべきは学び、新しいガイドライン

が必要になればそれを考えるという柔軟性がいるのではないかと考えているところです。

情報基盤センターでは、先端的研究に取り組むことと同じく、日々の運用の経験も活

かしたいと考えています。皆さまのセキュリティ向上の、お役に立てれば幸いです。また

どうぞ、よろしくお願いいたします。

空閑 洋平（くが ようへい）

特任講師

ネットワーク研究部門

2018年11月1日付けでネットワーク研究部門に着任いたしまし

た空閑です。

これまでの研究は、ネットワークを高速・高機能化するため

のハードウェア・OSソフトウェアを対象に、帯域制御などのソ

フトウェアによるネットワーク機能を、NICハードウェアにオフ

ロードするためのアーキテクチャを検討してきました。特に最

近はデータセンタを中心にネットワークの要求速度が向上して

いるため、SDN・NFVのような柔軟なネットワーク構成と高速化を両立するアーキテク

チャが課題になっています。

本センターでは、今までの経験を活かし、SDN・NFVなどの最新のネットワーク技術

を中心に、教育カリキュラムの検討と研究活動両方を実施していきたいと思います。どう

ぞよろしくお願いいたします。

そ の 他
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髙橋 えり子（たかはし えりこ）

本部情報戦略課一般職員

会計チーム

2018年9月1日付けで情報戦略課会計チームに配属されました、髙橋と申します。8月末

までは、他大学にて勤務をしておりました。緑が多く、四季折々の風景を楽しめる広大な

素晴らしいキャンパスにて、心機一転、職務に邁進したく思います。

会計の仕事に取り組むのは初めてです。日々学ぶことばかりで、周囲の方に助けてい

ただきながら働いています。

少しでも戦力になれるように励んで参りますので、どうぞよろしくお願い致します。

黒田 裕文（くろだ ひろふみ）

本部情報基盤課技術職員

教育本郷チーム

2019年1月1日付けで、情報基盤課教育本郷チームに配属され

ました黒田裕文と申します。

前職はシステム開発会社のSEとして、約7年間、主に小売業界

や人材業界向けのWebシステムの企画・開発等に携わっていまし

た。

上記の経歴から、理系出身と思われることが多いのですが、実は文系出身（法学部

卒）で、前職の業務を通じて、Webシステムに関する知識をイチから学びました。

現在は主にECCSやメールホスティングサービスに関する業務に携わっており、日々ま

だまだ至らない部分があることを実感する一方、早く仕事に慣れて、微力ながらお力にな

りたいと思っています。

最近の趣味は、愛車のバイク（Honda・FORZA）でのツーリングで、まだまだ初心者

ですが、昨年は奥多摩や秩父、山梨あたりに行ってみました。

※ もしツーリングが趣味の方がいらっしゃいましたら、是非お声がけください。色々

な場所に行ってみたいです。

今後ともどうぞよろしくお願いします。

そ の 他
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郡司 彩（ぐんじ あや）

本部情報基盤課技術職員

教育駒場チーム

　2018年11月1日付けで情報基盤課教育駒場チームに配属されました、郡司彩と申しま

す。

前職では、民間企業のSEとして、官公庁向け情報システムの環境設計及び構築業務に

従事しておりました。限られたユーザが利用する小規模なシステムであったため、大学の

計算機環境のような大規模なシステムに携わるのは初めての経験です。日々様々な内容の

お問い合わせをいただく中、多くの学生・教職員の方々が利用するシステムの重要性を目

の当たりにして、身の引き締まる思いです。

教育駒場チームでは、主に学習管理システム及び教育用計算機システムの管理・運用

に携わっております。自分が学生時代に利用していたシステムからは変更部分も多いです

が、変わらない部分を見つけるたびに懐かしく感じております。この記事が出る頃は、学

習管理システムは新システム稼働直後、教育用計算機システムはリプレースに向けて本格

始動の段階です。今までに得た知識、新たに吸収した知識の両方を十二分に活かせるよう

精一杯努力してまいりますので、ご指導・ご鞭撻のほど何卒よろしくお願いいたします。

相川 幸美（あいかわ さちみ）

事務補佐員

学際情報科学研究体

2019年1月1日付けで情報基盤センター学際情報科学研究体に採用になりました、相川

幸美と申します。

前職まで大学やそれに付属する施設の事務として働いてまいりました。同じ学校関係

でもこのような情報系の分野は初めてで、勉強の毎日です。何かとご迷惑をおかけするか

もしれませんが、精進してまいりたいと思いますので、ご指導のほどどうぞよろしくお願

いいたします。

そ の 他
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